京大広報 No. 732 by 京都大学総務部広報課
Title京大広報 No. 732
Author(s)


















































K y o t o  U n i v e r s i t y
※ P4913 参照




















































































































































































平成 29年 5月 平成 29年 7月 平成 29年 9月
課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 0 0 0 3 1 4 2 0 2
博士（教育学） 1 0 1 1 0 1 5 0 5
博士（法学） 0 0 0 0 1 1 1 2 3
博士（経済学） 1 0 1 1 1 2 5 0 5
博士（理学） 12 1 13 4 0 4 6 0 6
博士（医学） 11 5 16 17 2 19 13 2 15
博士（医科学） 1 0 1 1 0 1 0 0 0
博士（社会健康医学） 0 0 0 4 1 5 0 0 0
博士（人間健康科学） 3 0 3 0 0 0 0 0 0
博士（薬学） 0 0 0 0 0 0 0 0 0
博士（薬科学） 0 0 0 0 0 0 1 0 1
博士（工学） 12 0 12 7 1 8 40 1 41
博士（農学） 4 1 5 3 0 3 5 0 5
博士（人間・環境学） 0 0 0 3 0 3 6 0 6
博士（エネルギー科学） 0 0 0 0 0 0 6 0 6
博士（地域研究） 1 0 1 0 0 0 3 0 3
博士（情報学） 1 0 1 0 0 0 8 0 8
博士（生命科学） 3 1 4 2 0 2 1 0 1
博士（地球環境学） 2 0 2 0 0 0 2 0 2


















































































































































































































































































































































































































































































































































次の URL でご覧いただけます。 
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/public/issue/kouhou/
このたび，沢田敏男.元総長・名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表しま
す。以下に同氏の略歴，業績等を紹介します。
沢田　敏男 元総長・名誉教授
沢田敏男先生は，平成29年10月18日に逝去されました。享
年98歳。
先生は，昭和17年に京都帝国大学農学部農林工学科を卒業さ
れ，岡山農業専門学校講師，同教授を経て，昭和25年に京都大
学農学部助教授に就任，同34年に同教授となり，農業工学科農
業施設工学講座を担当されました。その後，昭和46年農学部長，
同53年学生部長の要職を経て，昭和54年から同60年までの2
期6年間にわたって第20代京都大学総長を務められたのち，京
都大学名誉教授の称号を受けられました。
先生は，永年にわたり農業工学，特に農業土木学の研究，教育に精励され，多くの研究業
績をあげられたほか，農業土木学会会長としても活躍され，研究者，技術者を多数育成し，
学術の進展，農業の発展，生産性の向上に大きく寄与されました。先生の研究は，「水利施
設の基礎工に関する研究」と「貯水ダムの設計に関する研究」に大別され，いずれも，ダム
をはじめとする水利諸施設の設計上の基本的な問題に取り組み，新たな知見を得るとともに，
その成果を実証したことにおいて高い評価を受けられました。その評価の一端として，昭和
58年農業土木学会学術賞，同59年日本農学賞および読売農学賞，同62年日本学士院賞を受
けられました。
京都大学総長に在任中は，大学内の諸問題の解決に尽力され，国際学術交流，キャンパス
問題，大学院制度の改革，学生寮問題に意を注がれました。特に，大学の国際化の重要性に
着目し，諸外国の学術機関との国際交流に積極的に取り組み，ドイツ連邦共和国ベルリン自
由大学をはじめとする多くの大学と学術交流協定を締結し，大学間の国際学術交流を推進す
るとともに国際性豊かな人材を育成されました。
京都大学退職後は，日本学術振興会会長，大学設置・学校法人審議会会長，日本学士院会員，
国際高等研究所所長等，多くの要職を歴任されました。また，教育研究や大学行政等におけ
る顕著な業績が評価され，平成3年勲一等瑞宝章，同6年文化功労者，同17年文化勲章を受
けられました。
以上のように，先生は，永年にわたりその専門学識によって学問分野において多くの功績
を残すとともに，卓越した識見と温厚なる人格により，教育研究，大学の管理運営，国際交
流の推進，学術の振興等に多大な貢献をなされました。
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